





A case report of a skeletal class III
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本症例（A：初診時　B：二期治療開始時　C：動的治療終了時）
　一期治療時，A，　ANSは平均よりも大きい下方成長を示し，　B，　Pog，　Meは平均よりもやや大きい下方成長を示した．二期治
療時には，A，　ANSともに一期治療時よりも少ないが，平均よりも大きな下方成長を示した．　Bの成長は一期治療時と同じ成長
を示し，さらに平均より大きい下方成長を示した．
し，臼歯関係の改善を行った．通常，大臼歯の整
直を行うとき，大臼歯が挺出し咬合が浅くなるこ
とが懸念されるが，下顎に対する顎外固定装置の
作用として下顎大臼歯の圧下や挺出を抑制すると
いう報告がある7・8・3’・32）．本症例でも同様に，図8
より大臼歯の過剰な挺出による下顎骨の後方回転
は認めなかった．
　その他に，永久歯列の下顎大臼歯を整直する装
置には，矯正用インプラントアンカーがあるが，
外科的侵襲が少なくマルチブラケット装置と併用
が可能な方法として本症例で用いた顎外固定装置
は有効と考えられた．
　成長変化について，上顎骨は，前方成長，下方
成長ともに平均よりも大きかった．下顎骨は，初
診時において前方位に位置していたが，前方成長
は平均的な変化を示し，下方成長は，特に二期治
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療時の変化が平均よりも大きかった（図10－
1，2）．これらが，上下顎骨の前後的位置関係
の改善につながったと考えられ，早期の被蓋改善
やチンキャップによる成長コントロール，さらに
顎外固定装置による下顎大臼歯の整直が適切な時
期に行えたと考えられた．
結 論
　成長発育期の骨格性反対咬合症例に対し，早期
に治療を開始することは骨格の改善に有効である
と考えられ，皿級症例の治療においても，下顎に
顎外固定装置を用いることの有用性が示された．
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